
－１－ 

紀美野町第３回定例会会議録 

令和２年９月８日（火曜日） 

――――――――――――――――――― 

○議事日程（第１号） 

 令和２年９月８日（火）午前９時００分開議 

 第 １        会議録署名議員の指名について 

 第 ２        会期の決定について 

 第 ３        諸般の報告について 

 第 ４ 議案第７２号 令和元年度紀美野町一般会計歳入歳出決算の認定について 

 第 ５ 議案第７３号 令和元年度紀美野町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の 

            認定について 

 第 ６ 議案第７４号 令和元年度紀美野町国民健康保険診療所事業特別会計歳入歳出 

            決算の認定について 

 第 ７ 議案第７５号 令和元年度紀美野町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認 

            定について 

 第 ８ 議案第７６号 令和元年度紀美野町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定 

            について 

 第 ９ 議案第７７号 令和元年度紀美野町のかみふれあい公園運営事業特別会計歳入 

            歳出決算の認定について 

 第１０ 議案第７８号 令和元年度紀美野町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の 

            認定について 

 第１１ 議案第７９号 令和元年度紀美野町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定 

            について 

 第１２ 議案第８０号 令和元年度紀美野町上水道事業会計利益剰余金の処分及び決算 

            の認定について 

 第１３ 議案第８１号 紀美野町議会議員及び紀美野町長の選挙における選挙運動の公 

            費負担に関する条例の制定について 

 第１４ 議案第８２号 紀美野町職員特殊勤務手当条例の一部を改正する条例について 

 第１５ 議案第８３号 令和２年度紀美野町一般会計補正予算（第８号）について 

 第１６ 議案第８４号 令和２年度紀美野町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２ 
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            号）について 

 第１７ 議案第８５号 令和２年度紀美野町国民健康保険診療所事業特別会計補正予算 

            （第２号）について 

 第１８ 議案第８６号 令和２年度紀美野町介護保険事業特別会計補正予算（第３号） 

            について 

 第１９ 議案第８７号 令和２年度紀美野町農業集落排水事業特別会計補正予算（第２ 

            号）について 

 第２０ 議案第８８号 工事請負契約の締結について 

――――――――――――――――――― 

○会議に付した事件 

 日程第１から日程第２０まで 

――――――――――――――――――― 

○議員定数 １２名 

――――――――――――――――――― 

○出席議員        議席番号   氏   名 

               １番 桐 山 尚 己 君 

               ３番 藤 井 基 彰 君 

               ４番 上 柏 睆 亮 君 

               ５番 七良浴   光 君 

               ６番 田 代 哲 郎 君 

               ８番 北 道 勝 彦 君 

               ９番 向井中 洋 二 君 

              １０番 美 野 勝 男 君 

              １１番 美 濃 良 和 君 

              １２番 伊 都 堅 仁 君 

――――――――――――――――――― 

○欠席議員 

               ２番 廣 瀨 隆 一 君 

               ７番 西 口   優 君 

――――――――――――――――――― 
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○説明のため出席したもの 

             職   名    氏   名 

            町 長 寺 本 光 嘉 君 

            副 町 長 小 川 裕 康 君 

            教 育 長 東 中 啓 吉 君 

            消 防 長 家 本   宏 君 

            総 務 課 長 細 峪 康 則 君 

            企画管財課長 坂   詳 吾 君 

            住 民 課 長 仲 岡 みち子 君 

            税 務 課 長 湯 上 増 巳 君 

            保健福祉課長 森 谷 善 彦 君 

            産 業 課 長 吉 見 将 人 君 

            建 設 課 長 米 田 和 弘 君 

            教 育 次 長 曲 里 充 司 君 

            会 計 管 理 者 坂   昌 美 君 

            水 道 課 長 長 生 正 信 君 

            まちづくり課長 山 本 訓 永 君 

            美 里 支 所 長（山  本  訓  永）君 

            代表監査委員 菊 本 邦 夫 君 

――――――――――――――――――― 

○欠席したもの 

             な し 

――――――――――――――――――― 

○出席事務局職員 

            事 務 局 長 中 谷 昌 弘 君 

            次 長 井戸向 朋 紀 君 
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開 会 

○議長（伊都堅仁君）    廣瀨議員及び西口議員から、欠席届が出ていますので、報

告します。  

ただいまから、令和２年第３回紀美野町議会定例会を開会します。 

（午前 ９時００分） 

――――――――――――――――――― 

○議長（伊都堅仁君）    これから、本日の会議を開きます。 

  本日の会議は、お手元に配付のとおりです。 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名について 

○議長（伊都堅仁君）    日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  本定例会の会議録署名議員は、会議規則第１２６条の規定によって、４番、上柏睆亮

君、５番、七良浴 光を指名します。 

◎日程第２ 会期の決定について 

○議長（伊都堅仁君）    日程第２、会期の決定についてを議題とします。 

  議会運営委員長から調査結果の報告を願います。 

  議会運営委員長、上柏睆亮君。 

（議会運営委員長 上柏睆亮君 登壇） 

○議会運営委員長（上柏睆亮君）    皆さん、おはようございます。 

  去る９月２日、議会運営委員会を開催しましたので、その結果について御報告申し上

げます。 

  会期は、本日から２４日までの１７日間とし、再開日は１５日、１６日、１８日、及

び２４日と決定しました。 

  議事日程につきましては、配付しております議事予定日程表のとおりであります。 

  次に、一般質問の通告は９月９日午後２時までといたします。 

  次に、産業建設常任委員会を９月１０日午前９時３０分から、総務文教常任委員会を

９月１１日午前９時３０分から開催したいと思います。 

  次に、全員協議会を本日、本会議終了後に開催したいと思います。 

  次に、議会活性化特別委員会を９月１５日、本会議終了後に開催したいと思います。 

  次に、広報編集特別委員会を９月１５日、議会活性化特別委員会終了後に開催したい

と思います。 
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  なお、議事の進行上、日程を順次繰り上げ、また繰り延べる場合もありますので、よ

ろしくお願い申し上げます。 

  以上で報告を終わります。 

（議会運営委員長 上柏睆亮君 降壇） 

○議長（伊都堅仁君）    お諮りします。 

  本定例会の会期は、ただいま報告のとおり、本日から９月２４日までの１７日間とし

たいと思います。 

  これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（伊都堅仁君）    異議なしと認めます。 

  したがって、本定例会の会期は、本日から９月２４日までの１７日間と決定しました。 

◎日程第３ 諸般の報告について 

○議長（伊都堅仁君）    日程第３、諸般の報告を行います。 

  監査委員から、例月出納検査結果に関する報告及び教育委員会より令和元年度事務事

業分事務執行状況点検評価報告書が提出されております。お手元に配付のとおりであり

ます。御了承願います。 

  本定例会に提出された案件は、お手元に配付のとおりです。 

  この際、町長から行政報告の申し出がありましたので、これを許します。 

  町長、寺本君。 

（町長 寺本光嘉君 登壇） 

○町長（寺本光嘉君）    皆さん、おはようございます。 

  それでは、開会に当たりまして、一言御挨拶並びにその後の行政報告を申し上げます。 

  本日、紀美野町議会第３回定例会を招集いたしましたところ、議員各位をはじめ関係

者の皆様方には、御多忙中にもかかわりませず御出席を賜り、開会の運びとなりました

ことに対しまして心より厚くお礼申し上げます。 

  さて、例年お盆期間中には、多くの方々が紀美野町に帰省され、御家族との触れ合い

を心待ちにされていたと思いますが、今年は新型コロナウイルス感染症が拡大していた

さなかでもあり、帰省することさえままならない状況となりました。 

  この影響を受けまして、感染防止の観点から、きみの夏祭りは中止となり、敬老会、

また町民癒しのコンサート、文化祭、農林商工祭り・柿の市、きみのふれあいマラソン
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大会も中止が決定していまして、町民の皆さんが生き生きと楽しんでいただける場が少

なくなることについては、本当に心が痛みます。 

  そして、新型コロナウイルス感染症の収束が見通せない中で、冬にかけてインフルエ

ンザの流行も危惧されております。このため、当町では、中止せざるを得なくなった敬

老会の演芸などのイベントの事業費を、全町民を対象にインフルエンザ予防接種を受け

る助成費用に活用すべく、補正予算に計上したところでございます。町民の皆さんに寄

り添い、町民の皆さんとともに新しい生活様式を模索してまいりたいと考えてございま

す。 

  さて、危険な暑さの８月が過ぎ、９月に入り台風９号、１０号が相次いで九州の西側

の海上を通過し、各所で大きな被害をもたらしました。被災されました皆さん方に心か

らお見舞い申し上げます。コロナ禍の下、本格的な台風襲来の時期での防災・減災対策

となりますので、例年以上に緊張感を持って取り組んでいく所存でございますので、議

員の皆様方の御協力もよろしくお願い申し上げます。 

  さて、その後の行政報告を申し上げますと、本年２月１７日に官製談合防止法違反及

び公契約関係競売入札妨害の元建設課長が逮捕されるという不祥事が発生いたしました。

去る７月８日に和歌山地裁は、元建設課長に懲役１年６か月、執行猶予３年の判決を言

い渡しました。この間、町といたしましては、事件の経過を検証し、再発防止を徹底す

るため、紀美野町入札・契約制度検討委員会において、職員研修の実施、最低制限価格

へのランダム係数の導入、最低制限基準価格の事前公表、入札結果の検証の実施、指名

停止期間の見直し等の検討を進めてまいりました。また、監査委員からの事務執行に関

する監査の結果報告の内容を十分に踏まえた上で、再発防止策を取りまとめ、去る８月

２０日に開催していただいた全員協議会で報告させていただきました。今後はこの再発

防止策に沿って二度と同様の不祥事が起こらないよう取り組みを継続し、町政への信頼

回復と住民サービスのさらなる向上に努めてまいります。 

  また、新型コロナ感染症対策に伴います国の１人当たり１０万円の特別定額給付金事

業と、町単独の１人１万円の生活支援給付金事業の申請が８月１７日で終了しました。

対象世帯４,２０２世帯中、申請したのは４,１９４世帯で、申請率は９９.８％であり

ました。 

  また、町民１人当たり５,０００円の商品券を配布する、きみの２０２０商品券事業

につきましては、９月４日現在の登録店の換金状況は、１,９８８万９,０００円で、４
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６.１％となってございます。来年の２月末までお使いいただけますが、お忘れになら

ないよう早めに町内の登録店舗で御利用いただきたく存じます。 

  さて、今期定例会に上程いたしている案件は、議案第７２号から議案第８８号までの

１７件でございます。令和元年度の一般会計及び特別会計等歳入歳出決算認定の承認を

いただく案件が９件、議会議員及び町長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条

例制定の案件、職員の特殊勤務手当条例の一部改正に係る案件、令和２年度紀美野町一

般会計及び特別会計の補正予算に係る案件が５件、町道釜滝柴目線道路改良工事の請負

契約の締結についての案件であります。 

  この後、担当課長より詳しく御説明申し上げますので、十分御審議の上、原案どおり

御可決くださいますようお願い申し上げまして、御挨拶並びに行政報告とさせていただ

きます。ありがとうございました。 

（町長 寺本光嘉君 降壇） 

○議長（伊都堅仁君）    次に、一般質問の通告は９月９日、午後２時までに提出願

います。 

  以上で諸般の報告を終わります。 

  しばらく休憩します。 

 休 憩 

（午前９時１３分） 

――――――――――――――――――― 

 再 開 

○議長（伊都堅仁君）    休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午前９時１３分） 

◎日程第 ４ 議案第７２号 令和元年度紀美野町一般会計歳入歳出決算の認定について 

◎日程第 ５ 議案第７３号 令和元年度紀美野町国民健康保険事業特別会計歳入歳出算 

              の認定について 

◎日程第 ６ 議案第７４号 令和元年度紀美野町国民健康保険診療所事業特別会計歳入 

              歳出決算の認定について 

◎日程第 ７ 議案第７５号 令和元年度紀美野町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算 

              の認定について 

◎日程第 ８ 議案第７６号 令和元年度紀美野町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の 



－８－ 

              認定について 

◎日程第 ９ 議案第７７号 令和元年度紀美野町のかみふれあい公園運営事業特別会計 

              歳入歳出決算の認定について 

◎日程第１０ 議案第７８号 令和元年度紀美野町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決 

              算の認定について 

◎日程第１１ 議案第７９号 令和元年度紀美野町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の 

              認定について 

○議長（伊都堅仁君）    日程第４、議案第７２号、令和元年度紀美野町一般会計歳

入歳出決算の認定についてから日程第１１、議案第７９号、令和元年度紀美野町簡易水道

事業特別会計歳入歳出決算の認定についてまで、８議案を一括議題とします。 

  説明を願います。会計管理者、坂君。 

（会計管理者 坂 昌美君 登壇） 

○会計管理者（坂 昌美君）    ただいま一括議題とされました、議案第７２号から

議案第７９号について説明申し上げます。 

  令和元年度紀美野町各会計の歳入歳出決算につきましては、去る８月６日、７日、１

１日の３日間、監査委員の決算審査を受け、地方自治法の規定に基づき監査委員の意見

を付して、議会の認定をお願いするものであります。 

  それでは、逐次、会計ごとに御説明させていただきたいと思いますが、最初のみ議案

書の朗読をさせていただき、以下、議案第７３号から議案第７９号までの朗読は省略さ

せていただきますので、御了承のほどよろしくお願い申し上げます。 

  それでは、議案書の１ページをお開きください。 

  議案第７２号、令和元年度紀美野町一般会計歳入歳出決算の認定について。 

  地方自治法第２３３条第３項の規定により、標記決算を別冊により、別紙監査委員の

意見書をつけて議会の認定に付する。 

                   令和２年９月８日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  それでは、決算書の２ページをお開きください。 

  一般会計歳入歳出決算について御説明申し上げます。 

  決算書の２ページから７ページにわたりまして、紀美野町一般会計の歳入について記

載してございます。 

  １款町税でございますが、調定額８億４,６２８万３,５９６円、収入済額８億２,４
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２９万７,６１８円、不納欠損額１５０万８,４２６円でございます。町税の収入は、前

年度と比較して１０９万２,７７６円の増、率にして０.１％の増となってございます。 

  次に、町税１款１項の町民税でございます。調定額３億３,７３０万７,６３１円、収

入済額３億３,１２９万８,７０９円、不納欠損額２０万３,８２７円でございます。個

人町民税の徴収率は、現年課税分で９８.８％、滞納課税分で６１.６％でございました。

町民税の収入額は、前年度と比較して１５７万５,７５１円減、率にして０.５％の減と

なってございます。 

  続きまして、１款２項固定資産税でございます。調定額４億３,０７０万８,６５３円、

収入済額４億１,７３８万３,９７３円、不納欠損額１１１万６,９５６円でございます。

固定資産税の徴収率は、現年課税分で９８.９％、滞納課税分で３２.３％でございまし

た。固定資産税の収入額は、前年度と比較して２３２万９,７６４円増、率にして０.

６％の増となってございます。 

  以上、町税の主なものについて御説明申し上げました。 

  少し飛びまして、１１款地方交付税でございます。調定額、収入済額とも３７億４,

５００万２,０００円でございます。前年度と比較して３,９３２万６,０００円減、率

にして１％の減となってございます。 

  続きまして、決算書４ページ、５ページをお開きください。 

  １４款使用料及び手数料でございます。調定額４億４１２万４,３９３円、収入済額

４億４８万５,４２３円、収入未済額３６３万８,９７０円でございました。収入未済額

につきましては、公営住宅使用料で３５５万８,９００円及び町営駐車場使用料で８万

７０円が収入未済額となったものでございます。使用料及び手数料の収入済額は、前年

度と比較して２億４,７７１万７,５７２円増、率にして１６２.２％の増となってござ

います。増額の主な理由でございますが、建設残土処理手数料で、前年度より２億４,

８５６万４,７３４円の増となっております。これは、国土交通省所管の河川改修工事

による建設発生土の受入手数料が増額となったものでございます。 

  続きまして、１５款国庫支出金でございます。調定額６億７,９７３万８,４７０円、

収入済額４億１,４９８万２,４７０円、収入未済額２億６,４７５万６,０００円でござ

いました。収入未済額でございますが、この収入未済額のうち６,４９７万３,０００円

は、地方創生道整備推進交付金の交付で、町道釜滝柴目線道路改良事業に係るもの、ま

た１億９,９７８万３,０００円は、地方創生拠点整備交付金の交付で、星の動物園整備
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事業に係るもので、令和２年度に繰り越されたため、収入未済額となったものでござい

ます。 

  決算書７ページを御覧ください。 

  歳入合計でございますが、調定額８７億８,２７５万７,８３７円、収入済額７８億７,

４９７万６,８８９円、不納欠損額１５０万８,４２６円、収入未済額９億６２７万２,

５２２円でございました。 

  次に、一般会計歳出について御説明申し上げます。 

  決算書８ページから１１ページにわたりまして、紀美野町一般会計の歳出について記

載してございます。 

  それでは、決算書の８ページをお開きください。 

  １款議会費、支出済額７,９４２万６,８０６円でございます。支出額は、前年度と比

較して３０９万９,４２４円減、率にして３.８％の減となってございます。 

  ２款総務費、支出済額は８億３,０６６万７,３４３円、翌年度繰越額は３億１,１０

４万７,０００円でございます。この翌年度繰越額は、紀美野町防災行政無線デジタル

化改修事業が繰越しとなったものでございます。支出済額につきましては、前年度と比

較して８,９８１万６,６１７円増、率にして１２.１％の増となってございます。 

  ３款民生費、支出済額は１８億９,０７６万９,７７７円。支出済額は、前年度と比較

して４億５,４６１万８,８５８円増、率にして３１.７％の増となってございます。 

  ４款衛生費、支出済額は１０億２,２９８万７,８３０円でございます。支出済額は、

前年度と比較して６,３５５万２円減、率にして５.８％の減となってございます。 

  ５款農林水産業費、支出済額は４億２,６３１万８,８３１円でございました。支出済

額は、前年度と比較して６,０３３万８,７０１円増、率にして１６.５％の増となって

ございます。 

  ６款商工費、支出済額は３,６８６万４,５６７円でございました。支出済額は、前年

度と比較して６２５万３,７７８円減、率にして１４.５％の減となってございます。 

  ７款土木費、支出済額は８億１,６７６万３,５２４円、翌年度繰越額は１億５,８１

１万３,０００円でございます。翌年度繰越額の内容は、町道釜滝柴目線道路改良事業

費で１億３,０２３万４,０００円、長谷川河川改修事業費で２,３２０万円、建設残土

処理場造成事業で４６７万９,０００円となってございます。支出済額につきましては、

前年度と比較して２億２,９４２万１,４２２円増、率にして３９.１％の増となってご
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ざいます。 

  ８款消防費、支出済額は４億１,５８５万４,４１０円でございました。支出済額は、

前年度と比較して１,８５３万７,３２０円増、率にして４.７％の増となってございま

す。 

  続きまして、１０ページ、１１ページを御覧ください。 

  ９款教育費、支出済額は４億９,２８０万５,９６１円でございます。翌年度繰越額は

４億２,９４４万３,０００円でございます。翌年度繰越額の内容は、野上中学校バリア

フリー化事業で２,９８７万６,０００円、星の動物園環境整備事業で３億９,９５６万

７,０００円となってございます。教育費の支出済額につきましては、前年度と比較し

て９,３７３万３８１円増、率にして２３.５％の増となってございます。 

  １０款災害復旧費、支出済額は２３９万２,２６０円でございました。支出済額は、

前年度と比較して５,１０３万３,２８０円減、率にして９５.５％の減となってござい

ます。 

  １１款公債費、支出済額１２億９３７万９,８２９円でございました。支出済額は、

前年度と比較して４,６２７万５,３９０円減、率にして３.７％の減となってございま

す。 

  １２款諸支出金、支出済額は１億８,０６２万８,５８３円でございました。支出済額

は、前年度と比較して８,７９２万９,６７６円減、率にして３２.７％減となってござ

います。 

  １３款予備費につきましては、支出済額はございません。 

  恐れ入りますが、大きく飛んでいただきまして、１５６ページをお開きください。 

  一般会計の実質収支に関する調書でございます。 

  １、歳入総額７８億７,４９７万６,８８９円。２、歳出総額７４億４８５万９,７２

１円。３、歳入歳出差引額４億７,０１１万７,１６８円。４の（２）繰越明許費繰越額

６４８万９,０００円。５、実質収支額４億６,３６２万８,１６８円でございました。 

  以上が、一般会計でございます。 

  続きまして、特別会計についてでございますが、特別会計各会計決算書の実質収支に

関する調書で御説明申し上げます。 

  それでは、国民健康保険事業特別会計の決算について御説明いたします。 

  決算書１８０ページをお開きください。 



－１２－ 

  歳入総額は１３億５,５０８万５,８８５円、前年度と比較して２,９６１万９,５９６

円増、率にして２.２％の増でした。 

  なお、国民健康保険税の徴収率につきましては、現年課税分で９７.１％、滞納課税

分で２８.６％でございました。 

  ２、歳出総額は１３億３,６０９万７,１８４円、前年度と比較して２,９４４万８,５

３１円増、率にして２.３％の増でした。 

  ３、歳入歳出差引額、５、実質収支額とも１,８９８万８,７０１円でした。 

  続きまして、国民健康保険診療所事業特別会計について御説明いたします。 

  決算書１９４ページをお開きください。 

  １、歳入総額９,１０４万３,４００円でございました。前年度と比較して４０３万４,

０４８円増、率にして４.６％の増でした。 

  ２、歳出総額８,７７８万５３０円、前年度と比較して４７５万９,５７９円増、率に

して５.７％の増でした。 

  ３、歳入歳出差引額、５、実質収支額とも３２６万２,８７０円でございました。 

  続きまして、後期高齢者医療特別会計の決算について御説明いたします。 

  決算書、２０８ページをお開きください。 

  １、歳入総額は３億６,０７２万８,２１６円、前年度と比較して１,８７９万１,７６

１円増、率にして５.５％の増でした。 

  ２、歳出総額３億６,０４９万５,７９８円、前年度と比較して１,８５７万５,６００

円増、率にして５.４％の増でした。 

  ３、歳入歳出差引額、５、実質収支額とも２３万２,４１８円でした。 

  続きまして、介護保険事業特別会計の決算について御説明いたします。 

  決算書２３４ページをお開きください。 

  １、歳入総額は１７億４,５２１万５,２１０円、前年度と比較して３,５２８万４,２

９３円増、率にして２.１％の増でした。 

  ２、歳出総額は１７億２,９７６万２,９３０円、前年度と比較して５,８９１万４,５

３８円増、率にして３.５％の増でした。 

  ３、歳入歳出差引額、５、実質収支額とも１,５４５万２,２８０円でした。 

  続きまして、のかみふれあい公園運営事業特別会計の決算について御説明いたします。 

  決算書２４８ページをお開きください。 
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  １、歳入総額は４,２９７万１,３９９円、前年度と比較して６１７万７,４５１円減、

率にして１２.６％の減でした。 

  ２、歳出総額４,００１万３,１８０円、前年度と比較して７１７万５,９１９円減、

率にして１５.２％の減でした。 

  ３、歳入歳出差引額、５、実質収支額とも２９５万８,２１９円でした。 

  続きまして、農業集落排水事業特別会計の決算について御説明いたします。 

  決算書２６０ページをお開きください。 

  １、歳入総額３,１５１万４,８４４円、前年度と比較して１８５万２,４４２円増、

率にして６.２％の増でした。 

  ２、歳出総額３,１４１万３,７０３円、前年度と比較して１９２万９,６５５円増、

率にして６.５％の増でした。 

  ３、歳入歳出差引額、５、実質収支額とも１０万１,１４１円でした。 

  続きまして、紀美野町簡易水道事業特別会計の決算について御説明いたします。 

  それでは、決算書２７６ページをお開きください。 

  歳入総額は１億７,３５６万６,６０９円、前年度と比較して２,４４６万３,５７０円

減、率にして１２.４％の減でした。 

  ２、歳出総額は１億７,３５２万２５１円、前年度と比較して２,４３０万１,４９８

円減、率にして１２.３％の減でした。 

  ３、歳入歳出差引額、５、実質収支額とも４万６,３５８円でした。 

  次に、財産に関する調書について御説明いたします。 

  決算書２７８ページから２８３ページにわたり公有財産の土地及び建物の調書となっ

てございます。 

  次に、決算書２８４ページをお開きください。 

  （２）山林、（３）有価証券、（４）出資による権利については、令和元年度中の増

減はございませんでした。 

  決算書２８５ページから２８６ページにわたり物品の増減について記載してございま

す。 

  続きまして、２８７ページの３、債権でございます。災害援護資金県費貸付金は、令

和元年度中に３４万円の償還をいただき、貸付金残額が７１万円となってございます。

旧美里町歳計外資金損害賠償及び損害金では、債権に係る損害延滞金が８６７万８,０
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００円の増額となり、決算年度末現在高は２億２,９８７万２,０００円となってござい

ます。野上厚生病院組合貸付金につきましては、令和元年度中に１億円の償還をいただ

き、貸付金残高は２億円となってございます。 

  次に、決算書２８８ページをお開きください。 

  ４、基金、（１）残高です。各基金ごとの決算年度中の増加と減少及び決算年度末残

高を記載してございます。基金の現金の決算年度末残高の合計は、昨年度より１億７,

６５４万３,０００円の減。３８億４,２３４万４,０００円となってございます。 

  最後に決算書２８９ページは、定額基金の運用状況を記載してございます。 

  議案第７２号から議案第７９号及び財産に関する調書の説明は以上でございます。 

  この決算につきましては、菊本代表監査委員、美濃監査委員の決算審査意見書や主要

施策成果報告書もお手元に提出させていただいております。十分御審議の上、認定いた

だきますようよろしくお願いいたします。 

（会計管理者 坂 昌美君 降壇） 

○議長（伊都堅仁君）    説明が終わりましたので、決算審査の結果について報告願

います。 

  代表監査委員、菊本君。 

（代表監査委員 菊本邦夫君 登壇） 

○代表監査委員（菊本邦夫君）    ただいま会計管理者から令和元年度の決算につい

て報告がございましたので、私のほうから審査報告をさせていただきます。 

  議案書１０ページから１１ページを御覧いただきたいと思います。 

  令和２年８月６日から２５日にかけて紀美野町役場特別室において、美濃監査委員と

私の２人で審査を行いました。意見書は次のとおりです。 

  令和元年度紀美野町一般会計・特別会計歳入歳出決算審査意見書。 

  地方自治法第２３３条第２項の規定により令和元年度紀美野町一般会計及び特別会計

歳入歳出決算並びに関係帳簿、証書類を審査した結果、その意見は下記のとおりです。 

  審査対象は、令和元年度紀美野町一般会計及び七つの特別会計決算及び関係帳簿等で

す。個々に審査報告を申し上げるのが本当ではございますが、一括して審査の総括的意

見で御容赦をお願いしたいと思います。 

  各会計の予算額及び収入支出済額は、関係帳簿により出納証書類を余すところなく調

査の上、その内容についても慎重に審査した結果、本決算は正確であるものと認めまし
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た。 

  一般会計における収入面においては、町税について、個人住民税の現年度を除く各税

目で徴収率の改善が認められました。一般会計の過半を占める地方交付税については、

人口減少の影響により今後も減少する見込みであることから、貴重な自主財源の確保の

ため、引き続き適正な徴収に努め、滞納額の減少に努めていただくようお願いします。 

  支出面においては、一般職の職員数の減少による給料の微減が認められる一方、超過

勤務手当の支給額については、会計全体で３割を超え増加しており、かつ一部の所属に

偏ったものとなっていることが認められました。令和元年度より超過勤務の上限等につ

いて規定が定められ、職員の健康及び福祉を害しないように考慮しなければならない中、

住民サービスを低下させないことを両立させるためにも、適切な人員配置により業務の

効率的な運営に努められるとともに、業務改革による合理化を検討いただくようお願い

します。 

  継続的な借地料の支払いは、町財政の硬直化につながりかねないものであることから、

令和２年度にかけて取り組んでいる公共施設個別施設計画策定に当たり施設の在り方を

検討し、借地の見直しや解消に努めていただきますようお願いいたします。 

  特別会計においては、後期高齢者医療事業、農業集落排水事業において、徴収率の低

下とともに収入未済金の増加が認められました。早期徴収に向けた体制の強化や納付啓

発により、収入未済金の解消に最善を尽くしていただきたいと思います。 

  健全化判断比率の財政指標は、普通交付税の減少や標準財政規模が減少した影響から、

実質公債費比率については増加が認められた。一方、将来負担比率については、地方債

現在高の減少により改善しています。 

  しかしながら、公共施設の老朽化に伴う更新費用や少子高齢化の進展に伴う社会保障

関係経費などの財政需要は今後も増加する見込みであります。つきましては、引き続き

将来にわたる健全な財政運営に努力され、まちづくりを一層推進されることを期待しま

す。 

               令和２年８月２５日 紀美野町代表監査委員 菊本邦夫 

                           紀美野町監査委員 美濃良和 

  以上で、令和元年度紀美野町一般会計・特別会計の決算審査の報告を終わらせていた

だきます。 

  続きまして、２０ページをお開き願います。 
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  基金の運用状況の審査意見書です。 

  地方自治法第２４１条第５項の規定により基金について審査したところ、その運用状

況に問題なく、また預金証書の額面、利息計算書、その他証票書類が符合したので適正

であるものと認めました。 

               令和２年８月２５日 紀美野町代表監査委員 菊本邦夫 

                           紀美野町監査委員 美濃良和 

  続きまして、２３ページから２４ページを御覧いただきたいと思います。 

  令和元年度財政健全化審査意見書及び経営健全化審査意見書について報告申し上げま

す。 

  町長から提出された健全化判断比率、資金不足比率及びその算定の基礎となる事項を

記載した書類が適正に作成されているかどうかを主眼として審査を行いました。 

  健全化判断比率。 

  簡易水道事業会計、農業集落排水事業会計の資金不足比率及びその算定の基礎となる

事項を記載した書類は、いずれも適正に作成されているものと認めました。 

  実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率、将来負担比率、簡易水道事業会

計、農業集落排水事業会計の資金不足比率は、いずれも早期健全化基準、経営健全化基

準を下回っている状況であり、指摘すべき事項は特にありません。 

               令和２年８月２５日 紀美野町代表監査委員 菊本邦夫 

                           紀美野町監査委員 美濃良和 

  以上で、審査報告を終わらせていただきます。 

（代表監査委員 菊本邦夫君 降壇） 

◎日程第１２ 議案第８０号 令和元度紀美野町上水道事業会計利益剰余金の処分及び決 

              算の認定について 

○議長（伊都堅仁君）    日程第１２、議案第８０号、令和元年度紀美野町上水道事

業会計利益剰余金の処分及び決算の認定について議題とします。 

  説明を願います。水道課長、長生君。 

（水道課長 長生正信君 登壇） 

○水道課長（長生正信君）    それでは、議案書９ページをお開きください。 

  議案第８０号、令和元年度紀美野町上水道事業会計利益剰余金の処分及び決算の認定

について。 
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  地方公営企業法第３２条第２項の規定により、利益を処分したいので議決を求めると

ともに、同法第３０条第４項の規定により標記決算を別冊により、別紙監査委員の意見

書をつけて議会の認定に付する。 

                  令和２年９月８日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  それでは、別冊の令和元年度紀美野町上水道事業決算書により御説明申し上げます。 

  決算書の１ページをお開きください。 

  令和元年度におきましても、安全でおいしい水の安定供給を目指し取り組んでまいり

ました。昨年度と比較して給水人口は７７人の減、有収水量でも１万３,６５９立米の

減少と、水需要についても年々減少し、減収傾向にある一方で、施設の老朽化や自然災

害への対応など、水道事業の取り巻く環境は非常に厳しいものとなっております。 

  令和元年度では、老朽化の進む下佐々浄水場の全面更新に向け業務委託を行い、事業

認可を取得いたしました。現在は、詳細設計を行っているところでございます。 

  また、大規模停電の自然災害に備えた可搬式発電機の購入と、制御盤を接続するため

の切替盤の設置、給水タンクの購入等を実施しております。 

  令和元年度の財政状況でございます。税込みとなります。 

  昨年度は、年度途中に消費税率の改正が行われたため、前年度とは比較しづらい状況

でございますが、後ほど別表において税抜きについても御説明申し上げます。 

  収益的収入及び支出につきまして、収入では、第１款水道事業収益で１億５５８万３,

３４２円となり、前年度より１０２万７,８７１円減少となりました。 

  第１項営業収益は、給水収益が主なものでございますが、１億１０６万３,３８６円

となり、１１２万２３３円の減少です。 

  第２項営業外収益は、受取率、新規加入金、長期前受金の収益下で、４５１万９,９

５６円となり、９万２,３６２円の増加となっています。 

  次に、支出でございます。 

  第１款水道事業費用では、決算額９,６６４万３,８７６円で、３９５万９,２０９円

の減少でございます。 

  第１項営業費用では、８,８４４万６,４６０円で、人件費や営業活動等の維持管理費

用で、前年度より４８８万７,７９４円の減少です。 

  第２項営業外費用では８１９万７,４１６円で、企業債の利息や消費税でございます。

収益的支出の課税仕入れや資本的支出における建設改良費の減少により、仮払消費税が
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減少したことによる、確定申告時の消費税額の増加により９２万８,５８５円の増加で

ございます。 

  第３項予備費はゼロ円でございます。 

  ２ページをお開きください。 

  資本的収入及び支出でございます。 

  収入でございます。第１款資本的収入の決算額はゼロ円でございます。 

  次に支出ですが、第１款資本的支出の決算額は２,０３９万６,１００円で、第１項建

設改良費でございますが、こちらには工事だけでなく、資産形成をなすものを計上して

おり、決算額は４７７万４,２６０円でございます。内容につきましては、停電対策の

一環として可搬式発電機を１台、１６４万１００円。災害時・緊急時応急給水対策とし

て２トン車に積載可能な給水タンクを２１４万４,４８０円。水道事務所のエアコンを

４４万９,２８０円、水道法改正に伴う管路図の作成など、水道台帳システムの電子化

に伴うシステムソフト５４万円の購入でございます。昨年度からは他の簡易水道との緊

急連絡管の配管工事や布設替え工事の減少により１,３４６万５,８６０円の減少でござ

います。 

  第２項企業債償還金１,５６２万１,８４０円で、３５万１,３２１円の増加でござい

ます。 

  資本的収入が資本的支出に対して不足する額２,０３９万６,１００円は、過年度分損

益勘定留保資金２,００１万４,８４０円及び当年度分消費税及び地方消費税資本的収支

調整額３８万１,２６０円で補塡を行いました 

  次に、３ページを御覧ください。 

  令和元年度紀美野町上水道事業損益計算書税抜きでございます。 

  営業収益は９,２９０万７,１２７円で、営業費用は８,４９５万６,９５９円です。営

業利益は７９５万１６８円となります。 

  ４ページを御覧ください。 

  営業外収益は４４３万７,９５４円で、営業外費用は３８２万９,９１６円です。営業

外利益が６０万８,０３８円となり、経常利益は８５５万８,２０６円となります。前年

度繰越利益剰余金と合わせまして、当年度未処分利益剰余金は２億７,１０３万１,９４

４円となります。 

  次の５ページを御覧ください。 
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  令和元年度紀美野町上水道事業剰余金計算書でございます。 

  表右側の利益剰余金でございますが、前年度末残高２億６,２９７万３,７３８円から

減債積立金への処分額５０万円を引いた額が処分後の繰越利益剰余金２億６,２４７万

３,７３８円で、当年度純利益８５５万８,２０６円を加えた、当年度未処分利益剰余金

は２億７,１０３万１,９４４円となります。これによりまして、当年度末の利益剰余金

は２億７,７０３万１,９４４円となります。 

  次に、６ページを御覧ください。 

  令和元年度紀美野町上水道事業剰余金処分計算書案でございます。 

  当年度末残高の未処分利益剰余金２億７,１０３万１,９４４円から、減債積立金へ処

分する額５０万円を差し引いた額２億７,０５３万１,９４４円が次年度へ繰り越す利益

剰余金でございます。 

  ７ページ目からは貸借対照表でございます。 

  資産の部でございます。固定資産には、有形、無形の固定資産がございます。今年度

の変動額といたしましては、有形固定資産のニ、機械及び装置で、可搬式発電機の購入

により１４９万１,０００円の増加、塀の工具器具及び備品で、給水タンク及びエアコ

ンで２４０万２,０００円の増加と、古いエアコンとシステムパソコンの廃棄、除却を

行っております。また、ソフトウェアの購入として、無形固定資産に５０万円を計上し

ており、固定資産の合計は４億５,８７６万１,１００円でございます。詳細につきまし

ては、２３ページに記載しております。 

  次に、流動資産でございます。現金預金は２億６,１５０万１,５９３円で、今年度の

変動についてはキャッシュ・フローに記載しております。未収金４９８万３,０９５円

でございます。主に、現年、過年度の水道料金でございます。収納率につきましては、

現年度では９８.９％と前年度とほぼ同様で、過年度につきましては２３.０１％で若干

減少しておりますので、今後も徴収強化に努めてまいりたいと考えております。これに

メーター機等の貯蔵品を加えまして、流動資産の合計は２億６,６７９万１２２円とな

り、資産合計は７億２,５５５万１,２２２円でございます。 

  ８ページの負債の部でございます。 

  固定負債として、企業債の残高、修繕引当金の合計で１億５,９３９万８９３円、流

動負債として、翌年度に支払う企業債、年度末に発生した修繕費、電気料金、消費税納

付額などの未払金、翌年度で支払う人件費への引当金の合計として２,５１８万６,７３
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４円、これに繰延収益として、長期前受金の収益化後の残高４,８８６万９９３円を加

えまして、負債合計は２億３,３４３万８,６２０円でございます。 

  ９ページの資本の部でございます。 

  資本金は、自己資本金として２億１,５０８万６５８円、剰余金につきましては、先

ほど説明させていただきましたとおり２億７,７０３万１,９４４円で、資本合計は４億

９,２１１万２,６０２円となり、負債と資本を合わせた負債資本合計は、資産と合致し

た額の７億２,５５５万１,２２２円でございます。 

  １２ページには、事業の総括、議会の議決事項、職員に関する事項を記載しておりま

す。 

  次に、１４ページにつきましては、業務量を記載しております。 

  給水人口が７７人の減少、有収水量でも１万３,６５０立米の減少となり、水需要の

減少が目立っているような状況でございます。 

  次に、事業収入及び１５ページの事業費に関する事項でございます。税抜き表示でご

ざいます。詳細につきましては１８ページ以降に記載させていただいております。 

  まず、事業収入につきまして、営業収益は９,２９０万７,１２７円で、１７２万９,

７８１円の減収でございます。主な要因は、人口減少と水需要の減少による給水収益の

水道使用料金が２０６万９,９８９円の減収となったものでございます。その他の営業

収益は、新規加入のメーター機等の材料売却益の増加によるものです。 

  これに関連しまして、営業外収益の雑収益でも、新規加入金が増加しております。こ

れは、１０件分のアパートの新築によるものでございます。 

  事業費の営業費用では、前年度から５１０万５,５４９円減少の８,４９５万６,９５

９円でございます。主なものも説明させていただきます。原水及び浄水費の減少は、埋

処理機の修繕費用やろ過砂の補充等による原材料費の減少でございます。配水及び給水

費の増加分については、人件費の増加や漏水等の修理や停電対策の発電機の切替盤、メ

ーター機の定期交換などによる修繕費の増加、修繕件数の増加に伴い備蓄修繕材料の充

実を図ったことによる材料費の増加によるものでございます。業務及び総経費の増加に

つきましては、人件費では減少しておりますが、老朽化が進む下佐々浄水場の更新に向

けて、事業認可を取得するための認可設計業務委託や、上水道から簡易水道の変更に伴

うシステム改修費が増加したためでございます。 

  １６ページをお開きください。 
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  重要契約の要旨でございます。 

  今年度におきましては、災害等応急給水対策としての２トン車積載型給水タンクを２

１４万４,８８０円。老朽化の進む下佐々浄水場の全面更新に向け、上水道事業変更認

可設計業務委託で５１９万９,０００円。災害等停電対策として、可搬式発電機を１台

１６４万１００円。発電機と接続するための切替盤５５万６,０００円を主なものとし

て計上させていただいております。 

  次に、１７ページを御覧ください。 

  令和元年度紀美野町上水道事業決算キャッシュ・フロー計算書でございます。キャッ

シュ・フロー計算書は、現金が１年間の経営活動でどのように動いたかを示すものでご

ざいます。 

  業務活動によるキャッシュ・フローでは、主に料金収入と、人件費や維持管理に要し

た費用の支出により３,０９２万８,１９０円の収入。 

  投資活動によるキャッシュ・フローでは、資産の取得のために要した資本的支出の建

設改良費として計上しております、有形・無形固定資産の取得として４７７万４,２６

０円の支出。 

  財務活動でのキャッシュ・フローでは、企業債の償還として１,５６２万１,８４０円

の支出。 

  これによりまして、資金の増減額は１,０５３万２,０９０円の増加。期首残高と合わ

せまして、令和元年度の資金期末残高は２億６,１５０万１,５９３円となっております。 

  ２４ページからは企業債明細書でございます。 

  以上で、令和元年度紀美野町上水道事業会計利益剰余金の処分及び決算についての御

説明とさせていただきます。御審議のほどよろしくお願いします。 

（水道課長 長生正信君 降壇） 

○議長（伊都堅仁君）    説明が終わりましたので、決算審査の結果について報告願

います。 

  代表監査委員、菊本君。 

（代表監査委員 菊本邦夫君 登壇） 

○代表監査委員（菊本邦夫君）    ただいま水道課長から令和元年度の決算について

報告がございましたので、私のほうから審査報告をさせていただきます。 

  議案書２１ページから２２ページをお開き願います。 
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  令和元年度紀美野町公営企業歳入歳出決算審査意見書。 

  令和元年度紀美野町上水道事業会計決算について、地方公営企業法第３０条第２項の

規定により、町長より決算審査の請求を受け審査したところ、執行上に遺漏なく勘定科

目と収入、支出票及び証拠書類と符合一致しましたので、本会計決算は正確であるもの

と認めました。 

  水道料金の未収金額について、前年度より減少が見られました。公費負担の原則から

も引き続き未収金の回収に努力するとともに、時効中断を含む的確な時効処理等の実施

を行われますようお願いします。 

  また、中長期的な視点を持って水道施設の整備及び維持管理の適正化に努め、安定的

な給水の確保に努められますようお願いします。 

               令和２年８月２５日 紀美野町代表監査委員 菊本邦夫 

                           紀美野町監査委員 美濃良和 

  続きまして、２４ページをお開き願います。 

  令和元年度上水道事業会計の経営健全化審査意見書について報告いたします。 

  町長から提出された上水道事業会計の資金不足比率及びその算定の基礎となる事項を

記載した書類が適正に作成されているかどうかを主眼として審査を行いました。 

  上水道事業会計の資金不足比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書類は、い

ずれも適正に作成されているものと認めました。 

  上水道事業会計の資金不足比率は、経営健全化基準を下回っている状況であり、指摘

すべき事項は特にありません。 

               令和２年８月２５日 紀美野町代表監査委員 菊本邦夫 

                           紀美野町監査委員 美濃良和 

  以上で、審査報告を終わらせていただきます。 

（代表監査委員 菊本邦夫君 降壇） 

◎日程第１３ 議案第８１号 紀美野町議会議員及び紀美野町長の選挙における選挙運動 

              の公費負担に関する条例の制定について 

◎日程第１４ 議案第８２号 紀美野町職員特殊勤務手当条例の一部を改正する条例につ 

              いて 

○議長（伊都堅仁君）    日程第１３、議案第８１号、紀美野町議会議員及び紀美野

町長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の制定について及び日程第１４、



－２３－ 

議案第８２号、紀美野町職員特殊勤務手当条例の一部を改正する条例について一括議題

とします。 

  説明を願います。総務課長、細峪君。 

（総務課長 細峪康則君 登壇） 

○総務課長（細峪康則君）    それでは、議案書の２５ページを御覧ください。 

  議案第８１号、紀美野町議会議員及び紀美野町長の選挙における選挙運動の公費負担

に関する条例の制定について。 

  紀美野町議会議員及び紀美野町長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例を

次のとおり制定したいので、地方自治法第９６条第１項の規定により議会の議決を求める

ものでございます。 

                   令和２年９月８日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  提案理由でございますが、公職選挙法の改正に伴い、紀美野町議会議員及び紀美野町

長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例を制定するものでございます。今回

の公職選挙法の改正は、町村選挙における立候補に係る環境の改善のため、選挙公営の

対象を市と同様のものに拡大することに合わせ、町議会議員選挙においてもビラ頒布を

解禁するとともに供託金制度が導入されます。 

  次の２６ページを御覧ください。 

  紀美野町議会議員及び紀美野町長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例で

ございます。 

  第１条では、選挙運動の公費負担の対象を、選挙運動用自動車の使用、選挙運動用ビ

ラの作成、選挙運動用ポスターの作成としてございます。 

  第２条から第５条では、選挙運動用自動車の使用の公費負担、契約締結の届出、公費

負担額及び支払い手続、使用の契約の指定について、それぞれ規定してございます。 

  第６条から第８条では、選挙運動用ビラの作成の公費負担、作成の契約締結の届出、

公費負担額及び支払い手続について、それぞれ規定してございます。 

  第９条から第１１条では、選挙運動用ポスターの作成の公費負担、作成の契約締結の

届出、公費負担額及び支払い手続について、それぞれ規定してございます。 

  第１２条では、委任について、必要な事項は選挙管理委員会が定めるとしてございま

す。 

  附則としまして、この条例は公職選挙法の一部を改正する法律の施行の日から施行す
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るものでございます。 

  以上、簡単ではございますが、議案第８１号の説明とさせていただきます。 

  続きまして、議案書の３０ページをお開きください。 

  議案第８２号、紀美野町職員特殊勤務手当条例の一部を改正する条例について。 

  紀美野町職員特殊勤務手当条例の一部を次のとおり改正したいので、地方自治法第９

６条第１項の規定により議会の議決を求めるものでございます。 

                   令和２年９月８日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  提案理由でございます。人事院規則の改正に準じ、新型コロナウイルス感染症から町

民の生命及び健康を保護するため、緊急に行われた措置に係る作業に従事したときの感

染症の防疫作業に従事した職員の手当の特例を定めることに伴い、紀美野町職員特殊勤

務手当条例の改正を行うものでございます。 

  次の３１ページを御覧ください。 

  また、参考資料の条例の一部を改正する条例等に係る新旧対照表も併せて御覧くださ

い。 

  紀美野町職員特殊勤務手当条例の一部を改正する条例でございます。 

  附則に、感染症の防疫作業に従事する職員の手当の特例について、次の見出しと２項

を追加します。 

  感染症の防疫作業に従事する職員の手当の特例３項、職員が新型コロナウイルス感染

症から町民の生命及び健康を保護するため緊急に行われた措置に係る作業に従事したと

きは、感染症の防疫作業に従事する職員の手当を支給する。 

  ４項、手当の額につきましては、作業に従事した日、１日につき３,０００円、患者

の身体に接触して、または患者に長時間にわたり接して行う作業、その他町長がこれに

準ずると認める場合にあっては４,０００円とするものであります。 

  附則、この条例は公布の日から施行し、この条例による改正後の紀美野町職員特殊勤

務手当条例の規定は、令和２年４月１日から適用するものでございます。 

  以上、議案第８２号の説明とさせていただきます。どうかよろしくお願いいたします。 

（総務課長 細峪康則君 降壇） 

◎日程第１５ 議案第８３号 令和２年度紀美野町一般会計補正予算（第８号）について 

○議長（伊都堅仁君）    日程第１５、議案第８３号、令和２年度紀美野町一般会計

補正予算（第８号）について議題とします。 
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  説明を願います。総務課長、細峪君。 

（総務課長 細峪康則君 登壇） 

○総務課長（細峪康則君）    それでは、議案書の３２ページをお開きください。 

  議案第８３号、令和２年度紀美野町一般会計補正予算（第８号）。 

  令和２年度紀美野町の一般会計補正予算（第８号）は、次に定めるところによる。 

  （歳入歳出予算の補正） 

  第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３億７,３７９万円を追加し、歳入

歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ９０億７,９４４万６,０００円とする。 

  ２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。 

  （繰越明許費） 

  第２条 地方自治法第２１３条第１項の規定により、翌年度に繰り越して使用するこ

とができる経費は、「第２表繰越明許費」による。 

  （地方債の補正） 

  第３条 地方債の追加及び変更は、「第３表地方債補正」による。 

                   令和２年９月８日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  お配りしております予算に関する説明書に沿って御説明させていただきます。 

  なお、今回の定例会から予算説明資料もお配りしておりますので、併せて御覧いただ

きたいと存じます。なお、予算説明資料に記載している事項につきましては、冒頭では

説明を省略させていただくこともありますので、御了承願いたいと思います。 

  それでは、予算に関する説明書の３ページをお開きください。 

  まず、歳入でございます。 

  １０款地方特例交付金、１項１目地方特例交付金で、３２３万７,０００円の増額補

正でございます。これにつきましては、住宅借入金等特別税額控除の実施に伴う個人住

民税の減収補塡、自動車税の減収補塡、軽自動車税の減収補塡の特例交付金の額の決定

によるものでございます。 

  １１款地方交付税、１項１目地方交付税で、１億９,０６０万１,０００円の増額補正

でございます。これにつきましては、今年度の普通交付税の算出額の確定による補正で

ございます。 

  １３款分担金及び負担金、１項３目災害復旧費分担金２０万円の増額補正でございま
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す。 

  １５款国庫支出金、１項３目災害復旧費国庫負担金２,６６８万円の増額補正でござ

います。２項５目教育費国庫補助金で１,２０３万９,０００円の増額補正でございます。 

  １６款県支出金、２項１目総務費県補助金で、６６万円の増額補正でございます。 

  ４ページを御覧ください。 

  ２目民生費県補助金９３万５,０００円、８目教育費県補助金３０５万４,０００円、

９目災害復旧費県補助金１００万円、それぞれ増額補正でございます。 

  １８款寄附金、１項２目ふるさとまちづくり応援寄附金２,０００万円の増額補正で

ございます。 

  １９款繰入金、１項１目財政調整基金繰入金で、３億６,５０３万４,０００円の減額

補正でございます。これにつきましては、普通交付税及び繰越金の額の確定に伴うもの

でございます。６目合併振興基金繰入金１,２９７万２,０００円の増額補正で、かじか

荘本館解体撤去事業に係る経費や、野上中学校技術室棟の外部改修経費に充てるもので

ございます。 

  ２０款繰越金、１項１目繰越金で、４億５,８６２万８,０００円の増額補正で、前年

度繰越金の額の確定によるものでございます。 

  ５ページにわたりまして、２１款諸収入、４項１目雑入３０万１,０００円の減額補

正で、町民癒しのコンサート中止による入場料４０万円の減額と、学校臨時休業対策費

補助金９万９,０００円の増額によるものです。 

  ２２款町債、１項２目民生債４５０万円の減額。４目土木債１１０万円の減額、６目

教育債２５０万円の減額、７目臨時財政対策債３０８万１,０００円の減額です。８目

災害復旧費１,３３０万円の増額、９目衛生債は７００万円を増額してございます。 

  続きまして、予算に関する説明書の６ページをお開きください。 

  歳出でございます。 

  １款議会費、１項１目議会費８２万円の減額補正で、議長、副議長及び議員の７月か

ら９月まで３か月分の議員報酬減額分でございます。 

  ２款総務費、１項１目一般管理費６６万円の増額補正で、消費者行政の啓発物品の経

費でございます。４目財産管理費２８１万６,０００円の増額補正で、不動産関係とか

じか荘本館の解体撤去工事設計業務委託料でございます。５目企画費１,３６５万５,０

００円の増額補正で、公用車の修繕とふるさと納税に係る経費でございます。８目自治
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振興費８５万９,０００円の増額補正で、吉野集会所の修繕とコミュニティバスの臨時

運行分の費用でございます。 

  ７ページに移りまして、５項１目指定統計費１８万４,０００円の増額補正で、国勢

調査に伴う消耗品費でございます。 

  ３款民生費、１項３目老人福祉費３１６万４,０００円の減額補正でございます。新

型コロナウイルス感染症の影響により敬老会の演芸委託料４５０万円減額します。１８

節負担金補助及び交付金の９３万５,０００円は、高齢者施設に簡易陰圧装置等の設置

補助でございます。２２節では、負担金や補助金の過年度返還金４０万１,０００円を

計上してございます。４目障害者福祉費、５目老人医療費、６目重度心身障害者医療費、

７目子ども医療費、８目ひとり親家庭医療費でも、過年度の負担金、補助金、交付金の

返還金をそれぞれ計上してございます。 

  ８ページに移りまして、２項１目児童福祉総務費、６目学童保育費でも過年度の交付

金返還金額をそれぞれ計上してございます。５目児童館運営費の５４万７,０００円は、

吉見児童館の雨漏り修繕料でございます。 

  ４款衛生費、１項２目予防費１,７５０万８,０００円の増額補正でございます。新型

コロナウイルス感染症関連業務に対応する職員への特殊勤務手当３万円。全町民へのイ

ンフルエンザ予防接種費用を助成するための経費として１,６８６万８,０００円。予防

事業費等の補助金の返還金６１万円を計上してございます。３目母子衛生費と５目成人

保健対策費においては、過年度の負担金や補助金の返還を計上してございます。４目環

境衛生費１６０万円の増額補正で、クリーンエネルギーの導入促進のため、太陽光発電

設備を既に設置している、または今後設置する予定のある住民に対し、蓄電池を設置す

る際の補助でございます。 

  ９ページにわたりまして、７目診療所費９０万９,０００円の増額補正で、国民健康

保険診療所事業特別会計への繰出金でございます。 

  ５款農林水産業費、１項４目耕地総務費１２９万９,０００円の増額補正で、農業集

落排水事業特別会計への繰出金でございます。４項１目山村振興総務費８５万円の減額

補正でございます。新型コロナウイルス感染症の影響により農林商工祭りが中止になっ

たことにより実行委員会への補助金を１３０万円減額しています。記念品代、消耗品費、

郵便料につきましては、今年度の成人式対象者に郷土品を贈る事業の経費でございます。 

  ７款土木費、１項１目土木総務費２０万円の増額補正で、３団体への負担金で、負担
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割合の増額によるものでございます。 

  １０ページに移りまして、２項１目道路橋りょう維持費１００万円の増額補正で、町

道樫河２号線排水路測量設計業務委託料でございます。２目道路橋りょう新設改良費、

財源の入替えで補正額の増減はありません。３項１目住宅管理費１,８３０万円の増額

補正で、現在、借地である町営住宅下佐々第４団地から第７団地の土地を購入する経費

でございます。 

  ８款消防費、１項１目常備消防費１４９万８,０００円の増額補正で、消防庁舎に高

圧交流気中負荷開閉器を設置する費用です。 

  ９款教育費、１項３目教育諸費５２２万１,０００円の増額補正でございます。パー

トタイム、会計年度任用職員の報酬と期末手当で１９１万９,０００円、新型コロナウ

イルス感染症対策小中学校の消耗品費１０２万９,０００円、小中学校の修学旅行中止

に係る違約金２２７万３,０００円でございます。 

  １１ページに移りまして、２項１目学校管理費４４９万５,０００円の増額補正で、

小学校のパートタイム会計年度任用職員の報酬、期末手当、通勤手当で１６９万８,０

００円、野上小学校の手洗い場と小川小学校排水路の修繕で１１６万７,０００円、野

上小学校に高圧交流気中負荷開閉器を設置する費用１６３万円でございます。２目教育

振興費、財源の入替えで補正額の増減はありません。 

  ３項１目学校管理費１,０６９万５,０００円の増額補正です。中学校のパートタイム

会計年度任用職員の報酬、期末手当で３０万８,０００円、野上中学校の技術室棟の外

部改修に１,０３８万７,０００円を計上してございます。２目の教育振興費、財源の入

替えで補正額の増減はありません。 

  ４項２目生涯学習振興費１０万円の増額補正で、内訳は新型コロナウイルス感染症の

影響を受け、町民癒しのコンサートが中止となり４０万円の減額、世界民族祭の補助金

として５０万円を計上してございます。７目星の動物園管理運営費、財源の入替えで補

正額の増減はありません。 

  ５項１目保健体育総務費、新型コロナウイルス感染症の影響を受け、ふれあいマラソ

ン大会が中止となり実行委員会への補助金２５０万円の減額です。２目体育施設管理運

営費、農村総合センターに高圧交流気中負荷開閉器を設置する費用１７６万２,０００

円でございます。 

  １０款災害復旧費、１項１目道路橋りょう災害復旧費４,０００万円の増額補正で、
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町道八幡線の災害復旧工事費でございます。 

  １３ページに移りまして、２項１目農地農業用施設災害復旧費２００万円の増額補正

で、農地２件分の災害復旧費でございます。 

  １２款諸支出金、１項１目財政調整基金費２億３,１８１万５,０００円の増額で、積

立金でございます。９目ふるさとまちづくり応援基金２,０００万円の増額補正で、積

立金でございます。 

  恐れ入ります、議案書の３６ページにお戻りください。 

  第２表、繰越明許費でございます。 

  ８款消防費、１項消防費、事業名は高規格救急自動車整備事業で、事業費は３,９７

６万９,０００円でございます。 

  第３表、地方債補正でございます。 

  追加するものは、災害復旧債の現年補助災害復旧事業で、限度額は１,３３０万円で

ございます。起債の方法は普通貸借または証券発行、利率につきましては３.０％以内。

ただし、利率見直し方式で借り入れる政府資金及び地方公共団体金融機構資金について、

利率の見直しを行った後においては、当該見直し後の利率といたします。 

  次に、償還の方法ですが、政府資金については、その融資条件により銀行、その他の

場合には、その債権者と協定するものによる。ただし、町財政の都合により据置期間及

び償還期限を短縮し、または繰上償還もしくは低利に借換えすることができるとするも

のでございます。 

  変更するものは、一般単独事業債で、限度額を２,１９０万円増額の３億２,８２０万

円に、辺地対策事業債で、限度額を３００万円減額の３,０８０万円に、過疎対策事業

債で、限度額を２,０００万円減額の２億７,２３０万円に、臨時財政対策債で、限度額

を３０８万１,０００円減額の１億２,６９１万９,０００円にしてございます。 

  なお、補正後の起債の方法、利率、償還の方法につきましては、補正前と同じでござ

います。 

  以上、議案第８３号、令和２年度紀美野町一般会計補正予算（第８号）の説明とさせ

ていただきます。どうかよろしくお願いいたします。 

（総務課長 細峪康則君 降壇） 

◎日程第１６ 議案第８４号 令和２年度紀美野町国民健康保険事業特別会計補正予算 

              （第２号）について 
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◎日程第１７ 議案第８５号 令和２年度紀美野町国民健康保険診療所事業特別会計補正 

              予算（第２号）について 

○議長（伊都堅仁君）    日程第１６、議案第８４号、令和２年度紀美野町国民健康

保険事業特別会計補正予算（第２号）について及び日程第１７、議案第８５号、令和２

年度紀美野町国民健康保険診療所事業特別会計補正予算（第２号）について一括議題と

します。 

  説明を願います。住民課長、仲岡君。 

（住民課長 仲岡みち子君 登壇） 

○住民課長（仲岡みち子君）    それでは、議案書の３８ページを御覧ください。 

  議案第８４号、令和２年度紀美野町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）。 

  令和２年度紀美野町の国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）は、次に定める

ところによる。 

  （歳入歳出予算の補正） 

  第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１,３５６万５,０００円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１３億４,５３７万３,０００円とする。 

  ２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。 

                   令和２年９月８日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  予算に関する説明書の１６ページを御覧ください。 

  歳入でございます。 

  ５款繰入金、２項基金繰入金、１目財政調整基金繰入金５４２万２,０００円の減額

補正でございます。これにつきましては、歳出における過年度返還金、保険給付費等交

付金、償還金に充当するものでありますが、繰越しの歳入があるため減額になってござ

います。 

  ６款繰越金、１項１目前年度繰越金１,８９８万７,０００円でございます。 

  次に、１７ページ、歳出でございます。 

  ６款基金積立金、１項１目財政調整基金積立金、前年度繰越金の２分の１,９４９万

５,０００円を積み立てるものでございます。補正後の財政調整基金残高は１億８,３８

３万３,０００円となります。 

  ７款諸支出費、１項償還金及び還付加算金、３目保険給付費等交付金償還金、２２節
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償還金利子及び割引料４０７万円の増額補正でございます。過年度返還金でございます。 

  以上、簡単ですが、議案第８４号、令和２年度紀美野町国民健康保険事業特別会計補

正予算（第２号）の説明とさせていただきます。 

  続きまして、国民健康保険診療所事業特別会計について御説明させていただきます。 

  議案書の４２ページを御覧ください。 

  議案第８５号、令和２年度紀美野町国民健康保険診療所事業特別会計補正予算（第２

号）。 

  令和２年度紀美野町の国民健康保険診療所事業特別会計補正予算（第２号）は、次に

定めるところによる。 

  （歳入歳出予算の補正） 

  第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ５７５万５,０００円を追加し、歳

入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ９,５０５万４,０００円とする。 

  ２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。 

                   令和２年９月８日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  それでは、予算に関する説明書２０ページを御覧ください。 

  歳入でございます。 

  ４款県支出金、１項県補助金、２目医療機関・薬局等における感染拡大防止等支援事

業補助金１１８万４,０００円。これにつきましては、国における新型コロナウイルス

感染症緊急包括支援交付金を活用した新型コロナウイルス対策のための県補助金でござ

います。 

  ５款繰入金、１項繰入金、１目一般会計繰入金９０万９,０００円。６款繰越金、１

項繰越金、１目繰越金３１６万２,０００円。７款諸収入、１項雑入、１目雑入５０万

円の増額補正でございます。これにつきましては、診療所医師、看護師、医療事務スタ

ッフに対する新型コロナウイルス感染症対策従事者慰労金でございます。 

  次の２１ページ、歳出でございます。 

  １款総務費、１項施設管理費、１目一般管理費５７０万１,０００円の増額補正でご

ざいます。これにつきましては、主に医療機関・薬局等における感染症拡大防止等支援

事業補助金を充当しまして、各診療所の施設整備及び消耗品の購入費でございます。詳

細につきましては、予算説明資料の２０ページを併せて御覧ください。１０節需用費９
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１万３,０００円。消耗品費、自動ソープ及びアルコールディスペンサー購入費６万２,

０００円、修繕費８５万１,０００円、国吉、長谷毛原診療所トイレの手洗い蛇口自動

水栓化する費用３１万１,０００円、長谷毛原診療所発熱患者さんの診療のため診療室

の分室化と動線の確保のため、１階部分の改修費５４万円でございます。１４節工事請

負費４２２万８,０００円、細野診療所雨漏りのため屋根の改修をお願いする費用でご

ざいます。１７節備品購入費６万円、１８節負担金補助及び交付金５０万円、診療所医

師、看護師、医療事務スタッフに対する新型コロナウイルス感染症対策従事者慰労金で

ございます。 

  ２款医業費、１項１目医療用機械機器費５１万円でございます。細野、真国、長谷毛

原診療所、設置した業務用空気清浄機３台の購入費が県補助金、医療機関・薬局等にお

ける感染拡大防止等支援事業補助金に充当できることになりましたので、一般財源から

の財源振替でございます。３目医薬品衛生材料費５万４,０００円の増額補正でござい

ます。在宅医療や高齢者の患者さんの負担を軽減するため、新型コロナウイルス抗原検

査用キット１０テスト用を購入する費用でございます。これは、唾液検査による検査で

ございます。 

  以上、簡単ですが、議案第８５号、令和２年度紀美野町国民健康保険診療所事業特別

会計補正予算（第２号）の説明とさせていただきます。御審議の上、御可決賜りますよ

うよろしくお願いいたします。 

（住民課長 仲岡みち子君 降壇） 

◎日程第１８ 議案第８６号 令和２年度紀美野町介護保険事業特別会計補正予算（第３ 

              号）について 

○議長（伊都堅仁君）    日程第１８、議案第８６号、令和２年度紀美野町介護保険

事業特別会計補正予算（第３号）について議題とします。 

  説明を願います。保健福祉課長、森谷君。 

（保健福祉課長 森谷善彦君 登壇） 

○保健福祉課長（森谷善彦君）    それでは、議案書の４６ページをお開きください。 

  議案第８６号、令和２年度紀美野町介護保険事業特別会計補正予算（第３号）。 

  令和２年度紀美野町の介護保険事業特別会計補正予算（第３号）は、次に定めるとこ

ろによる。 

  （歳入歳出予算の補正） 
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  第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１,２９５万８,０００円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１７億６,６５７万円とする。 

  第２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。 

                   令和２年９月８日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  予算に関する説明書の２４ページをお開きください。 

  歳入でございます。 

  ４款支払基金交付金、１項１目介護給付費交付金で、過年度分２７３万２,０００円

の増額補正は、前年度の介護給付費が増加したことに伴う２号被保険者保険料分の過年

度精算によるものでございます。 

  ７款繰入金、２項１目介護給付費準備基金繰入金の５２２万５,０００円の減額補正

は、前年度からの繰越しにより当初予算で計上していた基金繰入分を減額するものでご

ざいます。 

  ８款繰越金、１項１目繰越金は１,５４５万１,０００円の増額補正でございます。こ

れは、前年度からの繰越金の確定によるものでございます。 

  続いて、２５ページを御覧ください。 

  歳出でございます。 

  ４款基金積立金、１項１目介護給付費準備基金積立金７９２万６,０００円の増額補

正でございます。 

  続いて、５款諸支出金、１項２目償還金の５０３万２,０００円の増額補正でござい

ます。これは、令和元年度の介護給付実績が見込みより少なかったことに伴う返還金で

ございます。 

  以上、簡単ではございますが、議案第８６号の説明といたします。 

（保健福祉課長 森谷善彦君 降壇） 

◎日程第１９ 議案第８７号 令和２年度紀美野町農業集落排水事業特別会計補正予算 

              （第２号）について 

○議長（伊都堅仁君）    日程第１９、議案第８７号、令和２年度紀美野町農業集落

排水事業特別会計補正予算（第２号）について議題とします。 

  説明を願います。建設課長、米田君。 

（建設課長 米田和弘君 登壇） 
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○建設課長（米田和弘君）    それでは、議案書の５０ページをお願いいたします。 

  議案第８７号、令和２年度紀美野町農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）。 

  令和２年度紀美野町の農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）は、次に定める

ところによる。 

  （歳入歳出予算の補正） 

  第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１３０万円を追加し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ３,６４４万７,０００円とする。 

  第２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。 

                   令和２年９月８日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  それでは、予算に関する説明書の２８ページをお願いいたします。 

  ２、歳入でございます。 

  ３款繰入金、１項１目繰入金で、一般会計からの繰入金１２９万９,０００円の増額

補正をお願いするものです。 

  続きまして、４款繰越金、１項１目繰越金で、前年度繰越金額の確定により１,００

０円の増額補正をお願いするものです。 

  次の２９ページを御覧ください。補正予算説明資料では２４ページを御覧ください。 

  ３、歳出でございます。 

  １款総務費、１項１目一般管理費で１３０万円の増額補正でございます。内訳といた

しましては、施設老朽化に係る雨漏り修繕に伴うもので、１０節需用費の修繕料で１３

０万円の増額補正をお願いするものでございます。 

  以上、簡単ではございますが、令和２年度紀美野町農業集落排水事業特別会計補正予

算（第２号）の説明とさせていただきます。議審議の上、御可決賜りますようどうかよ

ろしくお願いいたします。 

（建設課長 米田和弘君 降壇） 

◎日程第２０ 議案第８８号 工事請負契約の締結について 

○議長（伊都堅仁君）    日程第２０、議案第８８号、工事請負契約の締結について

（令和２年度町道釜滝柴目線道路改良工事）を議題とします。 

  説明を願います。建設課長、米田君。 

（建設課長 米田和弘君 登壇） 



－３５－ 

○建設課長（米田和弘君）    それでは、追加提出させていただきました議案書の１

ページをお開きください。 

  議案第８８号、工事請負契約の締結について。 

  次のとおり工事請負契約を締結したいので、議会の議決に付すべき契約及び財産の取

得または処分に関する条例第２条の規定により、議会の議決を求める。 

                   令和２年９月８日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  契約の目的でございます。令和２年度、町道釜滝柴目線道路改良工事でございます。 

  契約の方法は、指名競争入札でございます。 

  契約金額は、７,６４１万７,０００円でございます。 

  契約の相手方は、和歌山県海草郡紀美野町長谷９３２番地の２、株式会社野上建設、

代表取締役、黒西京子でございます。 

  この工事は、町道釜滝柴目線沿いの釜滝地内におきまして、延長３８０メートルの道

路改良工事を実施するものでございます。 

  以上、簡単ではございますが、議案第８８号の説明とさせていただきます。どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

（建設課長 米田和弘君 降壇） 

○議長（伊都堅仁君）   以上で、本日の日程は全部終了しました。 

  お諮りします。 

  明日９日から１４日までの６日間、議案精読のため休会し、１５日午前９時から会議

を開きたいと思います。これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（伊都堅仁君）    異議なしと認めます。 

  したがって、そのように決しました。 

 散 会 

  本日は、これをもって散会いたします。 

（午前１０時５３分） 


